
























2-1-4. 無性有情 論優波提合』（以下、 『法華論』）
2-2.一乗人所乗之法















2-2 2.一乗教 智地→一言一句皆為仏乗 『妙法華』「方便品J
一相一味











































































盤。量豊旦塁。是盟主主。J(SZ.8 no.23 7 p.436a, l/.17・19）とある。また、義寂（CE.・702・）釈
義一撰『法華経論述記』にも「自在功徳義成就者。謂法師功徳。前是月fr乗法。此是能乗人。





文）RR」 ［T.26p.18脚註＠｝「品＋（中）白＠」 ［T.26p.18脚註＠］「（熔知）＋鵡RRJ［て26p.18 
脚註＠］「（作如是）＋言e②J[T.26p.18脚註＠］「首＋（得）R③J[T.26p.18脚註＠］「示＋

























(9）四種声聞については、『法華論』に「藍盟有旦重。 一者生星聾問。 二者皇よ盟聾問。 三者追







如是等在衆生数者。J(T.9 no.262 p.46c, /.6・9）と、また、豊陀羅仙（CE.-503・）訳『賓雲経』
巻第二に「云何名菩薩出過一切衆生殺願。菩薩願使一切回生衆生悉成菩使。如般浬繋。而
韮盛ム皇望。盛歪ム皇塁。是名菩薩出過一切衆生誕願。J[T.16 p.218脚註＠］「如＝而＠⑫j































便品Jに］言わく、 「諸法は本従り来 、常に自ずから寂滅の相なればなり。 悌子は道を
(12）『質雲縫』巻第二に 「首行慈悲智慧具足。菩薩殻心便作是念。 一切世界中少智衆生。墨星
童唖無浬繋分不生信心者。市馬一切諸悌菩薩之所棄拾。担此衆生我皆調伏。乃至坐於道場。










一切十方諸例法亦如是。J(T.9 no.262 p.7a, /.29・p.7b,/.4）とある。
(16）『妙法蓮華経』嘗日食品に「二盟室主 笠主査工J(T. 9 no.262 p.14仏 1.20引）とある。





(19) 〔如来蔵 ・仏性⑥〕『法華論』に「二塁盟主。 謂衆生界~p浬繋界。不離衆生界有如来蔵故。 J
(T.26 no.1520 p.18c, l/.1ト12）とある。






















査其盟重。 一謂一乗理及一乗数一乗之因。ニ＠丞塁。J[T.72 p.205脚註＠］「［師］ー ⑪J[T.72 






































(25）『法華論』に「諸悌如来能知彼法究寛寅相。J(T.26 no.1520 p. l4b, /l.8・9）とある。ここは、
『妙法蓮華経』方便品の「乃能究室諸法貧相。J(T.9 no.262 p.Sc, /.1）に対応する箇所であ
るが、元暁は『妙法蓮華経』ではなく、『法華論』所訳の『法華経』の経文を引用している。
なお、元暁述『金剛三味経論』巻上にも「法華論云。諸悌如来能知彼法究寛賞相。 言童盟
主。謂如来蔵法身之穏不撃を義並。J(T.34 no.1730 p.964b, l/.26・28）と同文例が見られる。
（お｝ 〔如来蔵・仏性①〕『法華論』に「童皇室。 謂如来蔵法身之韓不安＠盤。J[T.26 p.lSb脚註





































































[T.26 p.18脚註＠］ 「如＋（下文）＠RJ[T.26 p.18脚註＠］「品＋（中）＠RJ[T.26 p.18脚註
＠］「（麿知）＋趨RR」［T.26p.18脚註＠］「（作如是）＋言②RJ[T.26 p.18脚註＠］「嘗＋（得）＠
＠」 ［T.26p.18脚註＠］ 「示＋（現）＠RJ（工26no.1520 p.18b, /.6-8）とある。
(36）『法華論』に「＠並星皇よ＠慢二種差華聞根未熟故。如来至皇室星。 ＠童藍皇塁星。萱藍＠翠E
査。去里全霊＠立並。J［工26p.18脚註＠］ 「決定＝若決定者RRJ[T.26 p.18脚註＠］ 「慢
＋（者）＠③J[T.26p.18脚註＠］ 「（熔化接聞是大）＋菩薩②③J[T.26 p.18脚註＠］ 「（盟）＋



























(39）『妙法蓮華経』方使品に「’皇室ム盟主 盛皇主主主 互主豊二王 重童小低盟」 ［T.9
p.9脚註＠｝「或＝若⑮J（工9no.262 p.9丸山9・20）とある。また、『法華論』には「謂殺菩
提心行菩薩行者。所作善板能謹菩提。非諸凡夫及決定聾聞未設菩提心者之所能得故。如是
乃至小低盟＠等。亦如是。J[T.26 p.17脚註＠｝「等＋（皆）＠RJ(T.26 no.1520 p.17b, /.2・4)
とある。なお、元噴撰『浬繋宗要』にも 「第二句者勧誘意説。既除夢悪動修衆善。豊三低




















意室長』巻第三（T.73 no.2341 p. J9a, 1.8・9）に一例見られる。
(45）竺悌念訳（CE.376・378）『菩謹理洛本業経』巻下に「一切善受悌果。無明受有馬生滅之果。
是故善果従善因生。是故悪果従悪因生。放名善不受生滅之果。監呈宣併亭塁。悌子。若lh
夫星人二盟差。皆名無漏歪霊童塁。J(T.24 no.1485 p. l0 l 9a, I. 7・1）とあり、ここを簡略し
て引用している。なお、元噴撰『本業経疏』巻下にも「皇室主i例主塁者。善是随l順寂静性
故。重稼中言凡聖一切善皆名無漏者。是務唯受常果之由。由其随順寂静之性。違逆諸漏。


































＠葺盤萱盤。 願我世世莫入浬然。 以此善根不入浬然。 盤査是星。 ③是人難不祭求浬襲。~
於悌所種諸善根。塾塾主ム坐入皇盤也。」［T.53p.581脚註＠］「諸徐＝除諸⑫」（T.53no.2122 
p.581 c, /.28・p.582a,/.3）と『法華宗要』・『本業経疏』 と同文例が見られる。 『大悲経』の本
箇所の引用は、現存する文献中、 上記の三書 （＝『法華宗要』・『本業経疏』・『法苑珠林』）






































(59）『大薩遮尼乾子所説経』 に 「僧依見世師遮梨迦尼乾子等。J(T.9 no.272 p.326b, /.27）とある
ため、〔司，，読文〕ではこの一文を補った。インド哲学諸学派（外道）の枚挙。［僧依］ SifTlkhya・
vida, sii!Tlkhya~ ， grails四n(pa）数論。［毘世師lvaise写ika,bye brag pa勝論。［遮梨迦lcarvaka, 
=lokayataり， Qjigrten (rgyail/ rgya白gs)(pan/ phan) pa唯物論者。［尼乾子］尼乾陀若提子。
nirgrantha, gcer bu pa裸形のジャイナ教托鉢僧。
























〔原文〕例NJ.pp.14-15, l/.91・99・T.34p.871 c, /.24・p.872a,/.5・HBZ.1p.489b, l/.13-23) 
一乗果者。略説有二種。謂卒有果及始起果。卒有果者。謂（“）韮盟萱塁。在日誇量品云。





no.1520 p. l8b, 1/.22・25）とある。また、『妙法蓮華経』薬草日食品に「生笠里丘 是蓋藍道J
























者。 ・如来能見能讃員如法身。凡夫不見故。 是故怨言如来明見無・有錯謬故。J[T.26 p.18脚
註＠］ 「者＋（示現）②＠勺 ［T.26p.18脚註＠］ 「麹＋（等義）＠＠」 ［T.26p.18脚註＠］ 「恒＋
（清浄）＠R」［T.26p.18脚註＠］ 「蟹＋（義）＠RJ[T.26 p.18脚註＠］ 「［故］－＠RJ[T.26p.18 









思議三諦之外濁在無二。J(T.24 no.1485 p. I 0 I 5c,/.13・15）とある。
(71) 「仁和寺蔵本」には「鉢Jとあるが、 『菩薩理洛本業綬』には「諦Jとある。おそらく、



































p.42脚註＠］「調＝魚＠＞J(T.9 no.262 p.42b, /.7・13）とある。元噴は『妙法蓮華経』ではな
く、『法華論』所訳の『法華経』の経文を引用している。
(75) 『法華論』に「ー者監it悌童塁。随所熔見而魚示現故。如経皆葺如来出産氏宣去伽耳目城不









欲見世曾全生蓋盟稽奔供養。J(T.9 no.262 p.32c, 1.20・29）とある。
(78) ［十地］真理をさとった菩薩が最高のさとり（無上正覚）を得ることを目指してさらに修
行を進めていく十の心境・境地。


























｛加｝『妙法蓮華経』方便品に「金到皇賞盟 主主主萱盟 笠全二盟生 担韮笠生塁 担
盆宣盟堕 全主且盟』己 主二塁室主 堂主ム並道J(T.9 no.262 p.8b, /.4・7）とある。
(81）『賓雲経』巻第二に「童主日油鉢若己卒満。豆盈二・盟笠至皇室。 菩薩成例衆願満足亦復如





































(T.9 no.262 p.42c, 1/.22-23）とある。
仰｝『法華論』に「我本行菩薩道今猶未満者。以本願故。衆生界未登願非究寛故。言未満者。
非謂菩提不満足故。監盛童全皇倍よ監査。 ’豆盟主日主主＠金＠互i里盟主歎過上数量不可数知
韮。J[T.26 p.19脚註＠］ 「（此文）＋示②③」 ［T.26p.19脚註＠］ 「命＝念RRJ[T.26p.19脚




































そらく、前文の 「設有一人不成菩提。J(T.34 no.1725 p.872a, /.27）に一致させるために、 元
暁自らが経文を改変したものと考えられる。



















二重量。盆担旦亘＠互相Jl5.共作一運。並塾盟」里。主畳二差。 嘗知此中道理亦爾。J[T.72 p.205 
脚註＠］「（更）＋互＠＞J (T. 72 no.233 7 p.205b, /.29・p.205c,/.3）と、『華厳一乗義私記』 に 「担
是四法更互相謄倶運ニム令盟藍般差。些些旦法主二塁。警如四馬更相麿倶丘二塁。藍塾旦









盟盆華。塁主萱車並。 二者蛍果報悌。里遺盟主。 化今衆生令得増進。 担＿！.業笠孟。阜具全
宣塁。諸例摩頂説法故。説衆生乗於果乗。果乗能運困地衆生也。J(SZ.8 no.23 7 p.436a, /.19・
p.436b, /.3）とある。参考までに、智雲（CE.-766・779・）撰『妙経文句私志記』巻第十には 「次
第四時正指此経所明二義三乗三法調除其果但理教因一乗四法創足其果也経量産明二義品正従




主萱塁。J(T.12 no.374 p.571c, l/.15・20）と、慧巌等依泥垣程加之『大般浬禦経（南本）』巻
第三十二に 「例言。善男子。如諸衆生有過去業。因是業故衆生現在得受果報。有未来業以
未生故終不生果。有現在煩悩。若無煩悩一切衆生贈賞了了現見併性。是故断善根人以現在














































































侵記者。 ’如不鰹菩薩＠品示現。 ＠稽奔讃歎＠言。我不鰹汝。汝等皆＠蛍作例者。 ＠示諸衆生
皆有（弾性故。J[T.26 p.18脚註＠］「（謂大徳）＋合利弗RRJ[T.26 p.18脚註＠］「人＋（等）＠
RJ [T.26p.18脚註＠］「非＝又復非是②RJ[T.26p.18脚註＠］「（授）＋記白RJ[T.26 p.18 
脚註＠］「怨＋（悪）＠RJ[T.26p.18脚註＠］「（授悌）＋記RRJ[T.26p.18脚註＠］「（興授
記）＋菩⑤③」［T.26p.18脚註＠］「如＋（下文）②③J[T.26 p.18脚註＠］「品＋（中）＠⑤J
[T.26 p.18脚註＠］「（謄知）＋稽RRJ[T.26 p.18脚註＠］「（作如是）＋言RRJ[T.26 p.18 











































































[SZ.21 no.369 p.270c, 1.8・9］と述べるように、唯識学派において五姓各別説の標準とみなさ
色エヒ主。」（吉村誠［l 999a] p.18 ！）参照。







































[T.26 p.15脚註＠］ 「（義）＋故RRJ（工26no.1520 p.15b, 1.16-19）、②「二者同義。以主主聞
併支悌例法身平等故。如経欲示衆生例知見放出現於世故。法身卒等者。｛弗性法身更無差別
故。J(T.26 no.1520 p.16b, 11.24・27）、 ③「三者身平等。多賓如来己入浬然。復示現身自身他
身法身卒等無差別故。・是無煩悩人。染慢・見彼此身所作差別。以不知彼此盟主主法身＠卒等
故。J[T.26 p.18脚註＠］ 「是＝如是三種②RJ[T.26p.18脚註＠］ 「見＝之心現②，＝之心
見RJ[T.26 p.18脚註＠］ 「（悉）＋卒等RRJ（工26no.1520 p.18a, 1.15”19）、＠ 「我不軽汝。
汝等皆＠賞作例者。＠示諸衆生皆有盟主主故。J[T.26 p.18脚註＠］ 「蛍＋（得）②RJ[T.26 p.18 



























脚註＠］「者＋（示現）RR勺［T.26p.18脚註＠］ 「聖書＋（等義）RRJ（工26no. 1520 p. ISc, 
/l.8・1）、 ＠「三界相者。謂衆生界＠Pl霊祭界。不離衆生界有担韮蓋故。J(T.26 no.1520 p.18c, 
It. I 1・12）、 ⑦「亦無在世及滅度者。謂担率重県如之鐙。不卸衆生界不離衆生界故。J(T.26 
no.1520 p.18c, It. 13・14）、Rr•言阿鰐多羅三貌三菩提者。以離三界中分段生死。随分能見
員如盟＠堂。名得菩提。非謂究寛満足。如来方便浬繋・放。J[T.26p.19脚註＠］ 「（此）＋言②
RJ [T.26 p.19脚註＠］「性＋（者）＠RRJ[T.26 p.19脚註＠］「故＝也＠」（T.26no.1520 p.19b, 
l.2・4）、 ⑨ 「法＠力麿知。其心決定知水必近者。受持此経得f弗性水。成阿縛多羅三義三菩提





































明因一四明敬一也。明果ー者~p曾昔 日 三果終成今日 一果。明人 －者 ~Jl 合 Ii'f-1 c：人成今日
菩薩人。明敬一者自H舎昔日三乗別教成今日一致。明因一者自日舎昔日三乗人所行之行只是一
























(137) （塩田義遜［1960 J pp.338・339）参照。また、（任再植［1983]p.647）にも、同趣の指摘
がある。引用文中、太字は筆者による。以下同様。
(138）『法華義記』巻第三に「合利弗是魚諸併唯以一大事因縁故出現於世。此是第四結果一也。J
(T.33 no.1715 p.603c, l.20・22）とある。
(I鈎｝『妙法蓮華経文句』巻第四上に「従合利弗是魚諸併以一大事下。創是結成理一義也。昔方
便数。亦得義論開示悟入而非併知見放是様。今明仰知見放是賞。貫~p理一也。 J (T.34 no.1718 
p.5 lc, l/.25・28）とある。
(140）『法華玄論』巻第一に「復次欲明三引法門故説是経。 一者如来出世之始寛法華之前。引九











































(144）ー 然（CE.1206・1289）撰（CE.12840 『三園遁事』巻第三 「然援浮石本碑。湘武徳、八［CE.625]
年生。 引ド歳出家。永徽元［CE.650］年庚戊。興元H発同伴欲西入。至高麗有難而週。至龍朔
元［CE.661］年辛酉ム星。就皐於智織。線章元［CE.668]9年。綴遁化。盛主云［CE.671]主。
盟盈墨韮塁。長安二［CE.702］年壬寅。示滅。年七卜八。J[T.49 p.994脚註。lr ~ IJ = -t・ ? J 
[T.49 p.994脚註0］「年←（戊辰）ヵ@JJ（工49no.2039 p.994b, /.26・p.994c,/.2）とある。 「以












































































訳のうち、 『倶舎論』 ［＝『浬繋宗要』 ・『調勤上生経宗要』 ・『併説阿嫡陀鰹疏』 ・『中漣




























舎論』ではなく、虞諦訳（CE.559）『併説立性阿見曇論』巻第九（T.32no.1644 p.2 I ?ab）か
らの引用であり（作者未詳の『併設観菊勤菩薩上生兜率天経述賛』にも同文例が見られる）、
『悌説阿粥陀経疏』には、『倶舎論』からの引用はなく、『中漣疏』の 『倶舎論』は、異諦
訳『阿見達磨倶合蒋論』巻第十八（T.29no. I 559 p.284b）からの引用である。また、『中遁



























































l （不明 一 『傍伽経疏（失）』）
『浬繋宗要に陣義・"1伽紐宗要（失｝・幌伽紐疏（失）｝』

































母名目殊勝妙線等。J（工37no.1747 p. I 26b, 1/.20・22）とあり、失訳『阿禰陀鼓音皇室王陀羅尼
経』には rN盟堕盟如来謄正逼知。父名月上鱒輪聖王。其母名目殊勝妙顔。子名月明。」



















(201 1年 2月 22日稿）
（略語）








































































びに発表会J（於金剛大学校 ［緯国忠清南道論山市J201 1年 3月7日）において、「海東法
華経疏の源流Jと改題して発表し、質疑応答の際に、金天鶴教授（金剛大学校仏教文化研究
所所長）より『法華宗要』の最新のパングル訳注（海住課註［2009］「法華宗要J｛大緯悌教
曹渓宗韓国侍統書刊行委員舎出版部［2009］『韓国侍統思想叢書・傍教編 01精選元暁』（大
韓悌教曹模宗緯園停統書刊行委員舎、ソウル、 pp.117・180）｝）をご紹介頂いた。記して深く
感謝申し上げる次第である。
( 52) 
